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■10/27（土）、国分寺市民文化祭音楽祭に参加しました
▼10/27（土）、10/28（日）、いずみホールにて国分寺市民文化祭「音楽祭」が開催されました。

▼エスニック・キッチンは10/27（土）に出演。「音楽と語りで巡る武蔵国分寺のいまむかし」の15分短縮バージョンを上演し、オリジナル曲「万葉の風」「蓮花」「異国風の踊り」の3曲を“歴史語り”でつなぎました。今年もエスニック・キッチンの出番は、11時開演のトップバッター。例年、朝イチの客席はガラガラでしたが、今回は朝から大勢の方が聞きにいらしてくださり、ありがとうございました。

▼「音楽と語りで巡る武蔵国分寺のいまむかし」は全9曲、全部通すと50分ほどの作品です。今回は3曲のみの短縮バージョンでしたが、是非、通しで聞いてみたいというリクエストをいただきました。

来年、全曲通しのコンサートを企画したいと考えております。（ＣＤについては裏面をご覧ください）
▼篠笛・畑中が所属する混声合唱団「青春隊」も27日に出演。裕次郎の「赤いハンカチ」、名曲「ゴンドラの唄」、外国映画曲から「慕情」の3曲。“昭和の青春”を歌い上げました！ 

■東京倶楽部（目黒店）昼の部に出演決定！
来年2/17（日）、エスニック・キッチン ＆ ＲＯＳＳＡ ジョイント
▼鬼もあきれるほど早々と、来年2月のライブの宣伝でございます。

この10月にＲＯＳＳＡのゲストとしてEggman tokyo eastに出演させていただいた直後、東京倶楽部から出演依頼をいただきました。Eggmanのライブ情報を見てコンタクトしてくださったのだとか。東京倶楽部といえばジャズ系のライブハウスですが、ジャズ以外の音楽も提供していきたいとのことです。
▼都心の老舗ライブハウスから思いがけず出演依頼をいただいたのでビックリ。既に東京倶楽部に出演しているＲＯＳＳＡメンバーに相談したところ、ジョイントを快諾くださいました。東京倶楽部4店舗の中で、目黒店が一番広いようで、是非とも大勢の方に聴きにきていただきたいなあ。というわけで、早々と宣伝開始です。

★エスニック・キッチン＋ＲＯＳＳＡ＝ＥＳＳＡ-Ｈoi　 

＜出演＞
畑中久美子（篠笛・歌）　畑中武（アルトサックス・瓢箪笛・鳴り物）　木村草彦（パーカッション）

[image: image2.bmp]田中一夫（ギター・サズ）　渡辺かおる（バイオリン）　村上智（カホン）
＜ミュージック・チャージ＞　2,100円 （2ドリンク、消費税含む）
＜タイムテーブル＞
第1ステージ14:00～14:40（単独グループで3～4曲ずつ）
第2ステージ15:20～16:00（合同バンドＥＳＳＡ-Ｈoiで6～7曲）
＜アクセス＞
JR目黒駅西口徒歩3分（250m）（地図は裏面に）　電話：03-6417-0166　
★合同バンドＥＳＳＡ-Ｈｏｉとは？

[image: image3.bmp]「エスニック・キッチン」と「ＲＯＳＳＡ」の合同バンドです。
バンド名の由来といえば・・・。
エスニックの「Ｅ」とＲＯＳＳＡの「ＳＳＡ」をくっつけて「ＥＳＳＡ」。エッサとくればホイと応える、これコール＆レスポンスの基本、ということで「ＥＳＳＡ-Ｈoi」とあいなりました。そして生まれたのが、「おさるのかごや」をベースとした「ＥＳＳＡ-Ｈoiのテーマ」（You Tube「ＥＳＳＡ-Ｈoiのテーマ」で検索してね）

それぞれのバンドのオリジナル曲を持ち寄って演奏します。和・洋・民族楽器を取り混ぜた、これまでにない編成の6人が紡ぐサウンドは、まさに融合の妙。個性的で心癒される音世界が立ち現れます。
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＜お問い合わせ＞　　電子メール：kumihatanaka@gmail.com　　畑中久美子
■結成5周年記念、東北応援ＣＤ　目標の100枚までもう一息！
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★「音楽と語りで巡る武蔵国分寺のいまむかし」
オリジナル組曲「武蔵まほろば」に“歴史語り”（ナレーション）を組み合わせて再構成した作品を8/1にリリース。これまでに約90枚お買い上げいただき、目標の100枚（売り上げ5万円）までもう一息。
歴史の重層地帯、武蔵国分寺を題材とした“自然と歴史の音楽絵巻”

～泉湧く豊かな森に育まれた縄文時代。遥かなるシルクロードをたどって 様々な異国文化が押し寄せた天平時代。武蔵国分寺いにしえの風を音楽にのせて～

頒布価格：500円　制作費はエスニック・キッチンが全額負担。売上全額を東北復興支援の義捐金として寄付します。集計結果・寄付先などは季刊誌「エスニック・キッチンnews」やホームページ等で公表します。
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＜お問い合わせ＞　　電子メール：kumihatanaka@gmail.com　　畑中久美子




エスニック・キッチンWebサイト:　http://blog.livedoor.jp/ethnickitchen/　　





後列：エスニック・キッチン


前列：ＲＯＳＳＡ





エスニック・キッチンWebサイト:　http://blog.livedoor.jp/ethnickitchen/　　








＜演奏＞





畑中久美子（篠笛・バラフォン・語り）　　畑中武（アルトサックス・中国瓢箪笛・壷太鼓・鳴り物）


木村草彦（パーカッション＝キムラモデル）








エスニック風味のオリジナル曲は篠笛・サックス・打楽器など和洋の楽器を取り


混ぜ、さらに世界の民族楽器を取り込んだジャンル不明の癒し系不思議サウンド。








＜お問い合わせ・ご注文＞　


電話・FAX：042-328-8550　メール：kumihatanaka@gmail.com


畑中久美子　　　　※出前演奏もいたします
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東京倶楽部　目黒店





東京都品川区上大崎2-18-20


中銀目黒駅前マンション地下1階





電話：03-6417-0166





JR目黒駅西口徒歩3分（250m）

















＜曲目＆ミニ解説＞





1.イントロダクション


2.万葉の風・・・・・・・・・・史跡の上には今も万葉の時代と同じ風が吹き渡り、いにしえの面影を運んで来るようです。


3.朝もや・・・・・・・・・・・・朝霧に包まれた幻想的な光景から、国分寺崖線の一日が始まります。


4.Uki-Uki水汲みウォーク・・・ハケ上に住み着いた縄文人たちが水を運んで行く足取りはこんな感じだったでしょうか。


5.蓮花・・・・・・・・・・・・・・釈尊の誕生の際、蓮の花が開いて、その瞬間の到来を告げたそうです。


6.泉に来たりて・・・・・・・真姿の泉（ますがたのいずみ）の名の由来ともなった玉造小町伝説にちなんだ曲。


7.時の回廊・・・・・・・・・・史跡を巡ると、ひとつ、またひとつと時の扉が開かれます。


8.異国風の踊り・・・・・・・天平寺院の法会で奉奏されたという大陸風の音楽と踊りをイメージ。


9.十三夜～月下の舞～十三夜・・・真姿の池の水面に映る月が風に砕かれる時、この地に宿る精霊たちが目覚め・・。


10.まほろば・・・・・・・・・・この先も、この地が平和で平穏な場所であり続けるようにと祈りを込めて。














